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: 公正な条件と公正な結果？ : ニューレイバー，
福祉の契約主義および社会的態度に関する考察

























































































































































節では，主として『イギリスの社会的態度（British Social Attitudes）』（以下，BSA と略記）シリー
ズから得られたデータをもとに，変わりゆくイギリスの社会的態度というエビデンスを提示する。
　1　失業者への理解







































した人の割合はもともと比較的に低く，およそ平均 5% だったが，2005 年にはそれが 1.8% にまで
下落した。別の質問項目では，社会保障支出のなかのそれぞれの構成要素に対する回答者の見方を
図２　失業者への手当が「低すぎる」 






















1986 1993 1996 1998 2005
ほんとうに貧しい 12 18 15 11 4
生活が苦しい 47 50 50 45 35
十分持っている 28 22 24 34 41




望む人は，極限まで落ち込んでいる。1986 年には 3 人に 1 人がそう望んだが，今やそうした人は






ではそのような考えを拒んでいる。これは MORI（2）の長年にわたる Issues  Index においても同様
にはっきりと表れている（図 5）。1996 年半ば，ニューレイバーが政権につく選挙の一年前には，
44% の人びとが失業はイギリスの最重要課題であると考えていた。これとはかなり対照的に，








（2）　〔訳者注〕MORI とは 1946 年に設立されたイギリス民間の社会調査機関であり，政府委託を受けて広範囲な社
会的態度調査を行っている。MORI とは，Market & Opinion Research Internatinal の略称である。2005 年には，
Ipsos と合併して，Ipsos MORI と名称を変更した。



































な変化を見て取ることはできないが，14 頁図 7 を見ると別のストーリーが浮かび上がってくる。
多くの人びとが不正に福祉給付を受給しているというのは，以前から大半の見方であったが，1984
年にはこの見方への賛成は反対よりも 40% 多かったが，今ではその差は 69% に開いている。実際，
多くの人びとが不正受給をしているという意見に反対する人びとの割合は，労働党政権時代には平















1986 1989 1994 2000 2003 2004 2006
不運 11.1 10.6 15.35 15.3 13.1 15.85 10.1
怠惰／意志の欠如 18.8 19.3 14.6 22.8 28.2 21 27
不正義 25 29 29.5 20.5 19.3 16.1 20.5











賛成／反対する回答者の比率（1984 ～ 2006 年）
出所：『イギリスの社会的態度』シリーズを用いて筆者作成






















































ニューレイバーの指針が 1997 年から 2010 年までの間に，互酬的な取り決めから，失業について明
確に個人に焦点を当てたより典型的なアメリカ型のワークフェア・アプローチへと移り変わったと
いうものである。ダゲールとエザリントン（Daguerre  and  Etherington  2009：1）はこのように主
張し，イギリスが 2008 年の福祉改革（DWP  2008）以降，「福祉受給者に対して最も圧力を高めた
国の部類に入るのは明らかだ」としている。しかし，本論文で示した統計的エビデンスを見れば，











らさなかったと示したものや（Walker  and  Wiseman  2003），失業者のなかでも雇用と分断された
公正な条件と公正な結果？（ダニエル・セージ）
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